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市役所�代表電話
�������	
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第����号��平成��年（����年）�月�日市の催しなど

（広告）

 
■
新
選
組
の
ふ
る
さ
と
歴
史
館
第
２

回
特
別
展「
新
選
組　

京
都
の
日
々
」

講
演
会
「
幕
末
期
の
京
都
語
に
つ
い

て
〜
近
藤
・
土
方
は
ど
こ
ま
で
わ
か

っ
た
だ
ろ
う
か
？
」

　

４
月
７
日
�
午
後
１
時　

分
〜
３

３０

時
／
新
選
組
の
ふ
る
さ
と
歴
史
館
／

幕
末
期
の
京
都
語
復
原
に
関
す
る
お

話
し
／
講
師
・
中
井
幸
比
古
氏
（
神

戸
市
外
国
語
大
学
助
教
授
）
／
高
校

生
以
上
対
象
／
先
着　

人
／
新
選
組

５０

の
ふ
る
さ
と
歴
史
館
（
�　

・
５
１

５８３

０
０
）
へ
申
込

■
さ
わ
や
か
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
「
浅
川

を
歩
こ
う
」

　

４
月　

日
�
午
前
９
時
平
山
城
址

１５

公
園
駅
集
合
。
午
前
９
時　

分
出
発

３０

予
定
※
雨
天
実
施
／
平
山
城
址
公
園

駅
↓
平
山
橋
↓
一
番
橋
↓
百
草
園
駅

（
約
７
�
、
約
２
時
間
）
／　

円
※

１００

当
日
徴
収
／
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課

■
第
七
回
さ
く
ら
の
集
い

　

４
月　

日
�
午
前
９
時　

分
〜
午

１５

３０

後
３
時　

分
※
小
雨
実
施
／
多
摩
川

５０

日
野
橋
下
流
右
岸
河
川
敷
／
お 
囃 はや

 
子 
、
よ
さ
こ
い
踊
り
、
防
犯
と
交
通

し安
全
の
話
、
バ
イ
オ
リ
ン
演
奏
、
マ

ジ
ッ
ク
、
舞
踊
、
マ
ン
ド
リ
ン
演
奏
、

　

日
野
市
を
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
の
一

つ
と
し
て
い
る
東
京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ

１
９
６
９
の
ラ
モ
ス
瑠
偉
監

督
が
、
２
月　

日
に
馬
場
市

２１

長
を
表
敬
訪
問
し
、
来
期
の

Ｊ
１
復
帰
を
力
強
く
約
束
し

て
く
れ
ま
し
た
。
開
幕
以
来

負
け
な
し
と
波
に
乗
る
東
京

ヴ
ェ
ル
デ
ィ
か
ら
目
が
離
せ

ま
せ
ん
。
み
な
さ
ん
も
家
族

や
友
達
と
一
緒
に
東
京
ヴ
ェ
ル
デ

ィ
を
応
援
し
ま
せ
ん
か
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
	


�
�

避
難
・
防
災
等
の
話
と
訓
練
、
花
と

種
の
配
布
、
各
種
模
擬
店
、
各
種
ゲ

ー
ム
、
パ
リ
・
ダ
カ
ー
ル
ラ
リ
ー
出

走
車
の
展
示
／
主
催
・
多
摩
川
堤
さ

く
ら
の
会
（
東
部
地
区
）
実
行
委
員

会
／
産
業
振
興
課

 　

享
保　

年
（
１
７
３
０
）
２
月
、

１５

 
蓑  
笠  
之  
助  
正  
高 
は
酒
匂
川
西
堤
御
普

み
の 
か
さ 
の 
す
け 
ま
さ 
た
か

請
な
ら
び
に
幕
府
領
３
万
３
千
石
の

荒
地
開
発
吟
味
を
命
じ
ら
れ
、
同　
１７

年
に
は
支
配
勘
定
格
（
准
代
官
）
と

な
り
、
幕
府
領
お
よ
び
川
方
兼
任
の

支
配
を
行
っ
た
。
こ
の
と
き
相
模
国

�
�
�
�
�

�
�
�
��
�
�

足
柄
上
・
下
郡
の
内　

カ
村
を
管
轄

７３

し
、
吉
田
島
村
（
神
奈
川
県
開
成
町
）

に
陣
屋
を
設
け
て
い
る
。
正
高
は
名

主
に
対
し
て
村
政
指
導
の
内
容
を
示

し
た
『 
農  
家  
貫  
行 
』
２
巻
を
著
し
、

の
う 
か 
か
ん 
こ
う

そ
れ
を
各
村
の
農
民
に
対
し
徹
底
す

る
よ
う
に
図
り
、
備
荒
用
の
作
物
の

栽
培
な
ど
に
も
大
い
に
努
め
て
い

る
。
こ
う
し
て
代
官
を

中
心
と
す
る
諸
政
策

は
、
次
第
に
相
模
・
武

蔵
の
江
戸
周
辺
に
も
広

め
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』に
よ
り
平

山
村
で
の
支
配
の
推
移
を
見
る
と

「
御
入
国
ノ
後
ハ
。
御
領
地
ナ
リ
シ

ナ
ル
ヘ
シ
。
正
保
ノ 
比 
ハ
。
高
室
喜

こ
ろ

三
郎
ガ
御
代
官
所
。
及
ヒ
中
山
助
六

郎
。
桑
島
孫
六
ガ
。
知
行
入
会
ノ
村

ナ
ル
ヨ
シ
。
モ
ノ
ニ
ミ
エ
タ
リ
。
其

後
新
墾
ノ
地
出
来
シ
カ
ハ
。
享
保
年

中
。
斉
藤
喜
六
郎
検
地
シ
テ
租
税
ノ

数
ヲ
定
メ
。
御
代
官
蓑
笠
之
助
支
配

セ
シ
カ
。
寛
延
二
年
。
遠
藤
備
中
守

ニ
賜
フ
。
今
モ
カ
ノ
三
人
ノ
子
孫
。

中
山
勘
解
由
某
。
桑
島
孫
六
某
。
遠

藤
備
中
守
某
知
行
セ
リ
。」
と
あ
る
。

蓑
笠
之
助
正
高
は
、
こ
の
間
、
元
文

４
年
（
１
７
３
９
）
２
月
代
官
に
任

ぜ
ら
れ
、 
廩  
米 　

俵
を
給
与
さ
れ
、

り
ん 
ま
い

１６０

寛
保
３
年
（
１
７
４
３
）
７
月
に
は

相
模
・
武
蔵
国
内
で
３
万
石
余
が
加

増
さ
れ
、
計
７
万
石
余
の
領
域
を
支

配
し
て
い
る
。
延
享
２
年
（
１
７
４

５
）
に
な
る
と
大
岡
忠
相
の 
地  
方  
御 

じ 
か
た 
ご

 
用 
の
辞
任
と
と
も
に
、
正
高
は
勘
定

よ
う奉

行
の
支
配
下
に
移
っ
て
い
る
が
、

の
ち
に
年
貢
皆
済
や
朝
鮮
使
節
人
馬

の
割
当
な
ど
の
功
に
よ
っ
て
、
し
ば

し
ば
褒
賞
を
受
け
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
寛
延
２
年
（
１
７
４
９
）
５

月　

日
に
な
る
と
、
代
官
８
人
が
職

１６
務
怠
慢
に
よ
っ
て
免
職
と
な
っ
て
お

り
、
そ
の
な
か
に
正
高
も
含
ま
れ
、

小
普
請
入
り
と
な
っ
て
い
る
。
属
吏

で
あ
る
手
代
の
不
正
行
為
の
た
め
に

罷
免
さ
れ
た
と
も
い
わ

れ
て
い
る
。
そ
の
後
、

８
月
６
日
に
赦
免
と
な

っ
た
が
、
宝
暦
６
年

（
１
７
５
６
）　

月
に
致
仕
し
、
明

１２

和
８
年
（
１
７
７
１
）
８
月
７
日
に

　

歳
で
没
し
て
い
る
。

８５
　

正
高
の
代
官
在
任
期
間
は
支
配
勘

定
格
を
含
め
る
と　

年
に
及
ん
で
い

１７

る
。
酒
匂
川
の
治
水
工
事
と
共
に
平

山
村
の
管
轄
も
長
期
に
わ
た
っ
て
い

た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に

代
官
解
任
の
直
後
よ
り
『
続
農
家
貫

行
』
９
巻
を
執
筆
し
て
お
り
農
業
技

術
や
奉
公
人
の
統
制
、
農
業
経
営
を

通
し
て
独
自
の
村
落
共
同
体
論
を
展

開
し
て
い
る
。『
有
徳
院
殿
御
実
紀

付
録
巻
九
』
に
よ
る
と
、
正
高
は
農

事
に
精
通
し
、
水
理
も
よ
く
理
解
し

て
お
り
、
農
作
の
奨
励
を
大
い
に
推

進
し
た
こ
と
か
ら
、
代
官
と
な
り
長

く
務
め
た
と
記
し
て
い
る
。「
蓑
笠

之
助
」
と
称
し
た
世
襲
の
代
官
は
、

正
高
・ 
正  
寅 
・ 
正  
喬 
・ 
豊  
昌 
・ 
正  
路 

ま
さ 
と
ら 

ま
さ 
た
か 

と
よ 
ま
さ 

ま
さ 
み
ち

の
５
代
に
わ
た
っ
て
い
る
。
い
ず
れ

も
勘
定
所
職
員
か
ら
代
官
に
就
任
し

て
い
る
が
、
正
高
の
ほ
か
は
日
野
市

域
以
外
で
地
方
巧
者
と
し
て
も
活
躍

し
て
い
る
。

※
蓑
家
（
簑
家
）
の
墓
は
、
現
在
港

区
東
麻
布
１
の
１
の
５
、
増
上
寺
の

別
院
で
あ
っ
た
心
光
院
に
あ
る

（
日
野
市
古
文
書
等
歴
史
資
料
整
理

編
集
委
員
会
委
員　

村
上
直
）

１０４

▲蓑家の家紋一階笠

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

４
月
３
日
�
か
ら
予
約
・
問
い
合

わ
せ
先
が
乗
鞍
高
原
日
野
山
荘
（
現

地
）
に
な
り
、
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
に

よ
る
予
約
・
問
い
合
わ
せ
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。

　

０
１
２
０
・ 
３
０
８
・
５
１
３ 
（
携

さ
ん
そ
ー
は
こ
こ
い
い
サ
ー
ビ
ス

帯
電
話
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
不
可
）
ま
た
は
�

０
２
６
３
・　

・
２
０
１
０
※
午
前

９３

９
時
〜
午
後
７
時
受
付
、
そ
の
他
Ｆ

Ａ
Ｘ
の
予
約
受
付
可（
�
０
２
６
３
・

　

・
２
７
８
０
（
仮
予
約
））

９３▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
仮
予
約
が
可

能
に

　

日
野
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
（
ト

ッ
プ
↓
施
設
案
内
↓
日
野
市
の
保
養

施
設
↓
日
野
山
荘
）
※
予
約
希
望
日

―
１
５
０
０
松
本
市
安
曇
４
３
０
６

の
４
乗
鞍
高
原
日
野
山
荘
（
�
フ
リ

ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２
０
・
３
０
８
・
５

１
３
�
０
２
６
３
・　

・
２
７
８
０
）

９３

へ
※
１
グ
ル
ー
プ
に
つ
き
１
通
ま
で

／
抽
選
結
果
は
４
月　

日
�
発
送
予

２３

定
／
抽
選
後
の
空
き
室
の
申
し
込
み

は
、
５
月
１
日
�
か
ら
通
常
受
付

 
八
ヶ
岳
高
原
大
成
荘 

　

２
泊
３
日
ま
で
／
５
月
１
日
�

（
必
着
）ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で（
下

表
参
照
）。返
信
用
表
面
に
は
代
表
者

の
住
所
、氏
名
を
記
入
し
、〒　

―
０

１９１

０
５
２
東
豊
田
２
の　

の　

日
野
市

３４

１０

企
業
公
社
（
�
０
１
２
０
・ 
４  
８  
９ 
・

よ 

や 

く

 
５ ご 
７  
１ 
午
前
９
時
〜
午
後
７
時
※
携

あ
ん 
な
い

帯
電
話
可
）
※
１
グ
ル
ー
プ
１
通
／

抽
選
結
果
は
５
月　

日
�
発
送
予
定

１１

／
抽
選
後
の
空
室
の
申
し
込
み
は
市

内
在
住
・
在
勤
の
方
は
５
月　

日
�

３１

か
ら
、在
学
者
・
市
外
の
方
は
６
月　
３０

日
�
午
前
９
時
か
ら
電
話
の
み
受
付

※
市
の
事
業
の
た
め
次
の
日
は
使
用

で
き
ま
せ
ん

　

全
館
…
８
月　

日
�
・　

日
�
・

１７

１８

　

日
�
・　

日
�
・　

日
�

１９

２４

２５

　

団
体
棟
全
室
…
７
月　

日
�
〜　

２４

２６

日
�
・　

日
�
・　

日
�
、
８
月
４

２８

２９

日
�
・
５
日
�
・
８
日
�
・
９
日
�

・　

日
�
・　

日
�
※
７
月　

日
�

２３

２８

２８

の
空
き
室
は
一
般
棟
２
部
屋
の
み
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�
�
�
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■代表者氏名（ふりがな）・住所・電話番号　

■利用者全員の氏名（ふりがな）

　未就学児の方は年令もお書き添えください　

■利用施設名（日野山荘または大成荘を記入）

　

■使用人数

■使用日（第３希望まで記入可）　 　■食事

　第１希望　○月○日から○泊　　　大人料理　　○人

　第２希望　○月○日から○泊　　　子ども料理　○人
　

■在勤者・在学者のみ記入　勤務先名（学校名）・電話番号　

※日野山荘・大成荘共通事項

�幼児（４才以上の未就学児）の方には、あらかじめ寝

具が用意されています。乳幼児（３才以下）連れの方

は、寝具（無料）の有無を使用人数と併せてご記入くだ

さい。

※大成荘使用の場合

�一般棟（テレビ・トイレ・洗面所あり）・団体棟（セ

ルフサービス）のうち希望する方を記入してくださ

い。（○○棟のみ使用）・（どちらでもよい）

�団体棟は２人以上からの使用となります。

�子ども料理希望の方は、子どもＡか子どもＢのいず

れかを記入して下さい。

（子どもＡ：大人料理と同一メニューで少量／子ども

Ｂ：お子様ランチ風）

�団体食は１５人以上の場合のみ利用できます。

乳児（寝具）幼　児小学生中学生大　人区分 　　　　　 対象

○人（○つ）○人○人○人○人市内在住・在勤・在学者

○人（○つ）○人○人○人○人在勤・在学者の同居家族

○人（○つ）○人○人○人○人市　　　　　　 外

●日野山荘・大成荘の申込ハガキ（往信用裏面）の書き方

 

乗
鞍
高
原
日
野
山
荘 

　

２
泊
３
日
ま
で
／
４
月　

日
�

１８

（
必
着
）
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
（
下

表
参
照
）
で
。
返
信
用
表
面
に
代
表

者
の
住
所
、
氏
名
を
記
入
し
、
〒　
３９０

の
２
カ
月
前
か
ら
。
仮
予
約
は
、

後
日
確
認
後
に
本
予
約

夏
休
み
期
間

夏
休
み
期
間（
７
月

日

（
７
月　

日
��
〜〜

２０２０

８
月

日

８
月　

日
��
）の
申

）の
申
し
込
み

し
込
み

３１３１


